
参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ D 23 - 6 - 4

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

全体事業費 24,699千円（19,759千円）

【事業概要】
　本事業は、今回の津波で甚大な被害を受けた箱崎白浜地区において、防災集団移転
により集落が分散され、コミュニティが再編されたことで震災前にあったコミュニ
ティ活動が低調となっている為、防集移転者を含めた地域住民の従前コミュニティ再
生の場として、広場を整備するものである。

１　事業名称
　　　箱崎白浜地区広場整備事業（工事費）

２　事業対象地区・事業内容
　　　箱崎白浜地区・広場（１箇所）

３　事業費及び交付金申請額
　　　事業費　　　　　　　　 24,698,300円
　　　　［内訳］
          工事費　　　　　　 24,698,300円
　　　　　合　計　　　　　　 24,698,300円（24,699千円）
　　　　　交付金申請額　　　 24,699千円

４　事業期間
　　　工事　　　　令和2年7月～令和2年11月
【基幹事業との関連性】
　箱崎白浜地区は、防災集団移転促進事業において、安全安心な居住環境を確保する
為用地造成を行い、生活基盤としての住宅再建については、一定の目途が立ったとこ
ろである。その一方で防災集団移転により集落は分散され、地域住民のコミュニティ
活動が低調となっていることから、防集移転元地を有効活用することで防集移転者を
含めた地域の為の広場を整備し、さまざまな行事に活用していくものである。

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 箱崎白浜地区広場整備事業（工事費）



参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 23 - 12 - 4

※ この様式は、原則として、参考様式第２０及び参考様式第２３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

全体事業費 61,412千円（国費49,129千円）

■【事業概要】
　釜石市両石地区は、震災前に使用していたコミュニティ施設が津波により被災してお
り、地域住民のコミュニティ活動の場が失われていることから、代替施設として集会所
を整備し、コミュニティ活動を支援するものである。

 1　施設概要
　①施設名称
　　両石集会所
　②整備箇所
　　釜石市両石町第3地割地内
　(用地は漁業集落防災機能強化事業（両石）で整備のため購入不要）
　③構造
　　木造１階建
　④床面積  132.24㎡

２　業務内容

　①設計費（使途協議済額）　　　　　  7,952千円【国費6,361千円】
　　※実績額　　　　　　　　　　　　　5,390千円【国費4,312千円】
　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒差金 2,562千円【国費2,049千円】
【今回要望額】
　②工事監理費　　　  　　　　　　　　2,503千円
　③建設工事費　　　 　　　　　　　　53,519千円
　合計（②+③）　　　　　　　　　　　56,022千円【国費44,817千円】
　※要望額：56,022千円－設計費差金2,562千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝53,460千円【国費42,768千円】

　◇全体事業費（①-差金+②+③） 　　 61,412千円【国費49,129千円】

３　事業実施期間
　　令和２年４月～令和３年３月
　　　・設計　　　令和２年４月～８月
　　　・建設工事　令和２年９月～令和３年３月

【基幹事業との関連性】
　防災集団移転促進事業による生活基盤の整備と併せ、集会所を整備することにより、
集団移転した住民等のコミュニティ活動の場が創出され、住民相互の交流促進が図られ
る。

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

（19）被災者へのコミュニティ活動支援事業

細要素事業名 両石集会所整備事業


